
駱
賓
王
「
帝
京
篇
」
と
則
天
武
后
の
洛
陽
駐
輦

六
七

一　

問
題
の
所
在

初
唐
の
詩
人
駱
賓
王
（
？
〜
六
八
四
）
の
「
帝
京
篇
」
は
、『
舊
唐
書
』
本
傳
に
「
當

時
以
爲
絕
唱
（
當
時
以
て
絕
唱
と
爲
す
）。」
と
あ
る
よ
う
に
、
發
表
當
初
よ
り
人
々

の
高
い
評
價
を
得
た
彼
の
代
表
作
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
作
品
に
は
、
吏

侍

郞
の
求
め
に
應
じ
て
提
出
さ
れ
た
と
い
う
經
緯
が
あ
り
、
駱
賓
王
は
こ
れ
に
𣷹
え

て
次
の
諬
文
を
呈
上
し
て
い
る
。

賓
王
諬
。
昨
引
㊟
日
、
垂
索
鄙
文
。
拜
手

魂
、
承
恩
累
息
。
…
…
賓
王
散

樗
易
朽
、
蟠
木
難
容
。
雖
少
好
讀
書
、
無
謝
高
鳳
。
而
老
不
曉
事
、
㊒
類
揚

雄
。
徒
以
易
象
六
爻
、
幽
贊
通
乎
政
本
、
詩
人
五
際
、
比
興
存
乎
國
風
。
故

體
物
成

、
必
寓
情
於
小
雅
、
登
高
能
賦
、
豈
圖
容
於
大
夫
。

賓
王
諬
す
。
昨 

引
㊟
の
日
、
鄙
文
を
垂
索
せ
ら
る
。
手
を
拜
し
て
魂
を

か
せ
、恩
を
承
け
て
息
を
累ひ
そ

む
。
…
…
賓
王
は
散
樗
に
し
て
朽
ち
易
く
、

蟠
木
に
し
て
容
れ
難
し
。
少わ
か

き
よ
り
書
を
讀
む
を
好
む
と
雖
も
、
高
鳳
に

謝
す
る
無
し
。
而
も
老
い
て
事
を
曉さ
と

ら
ざ
る
こ
と
、揚
雄
に
類
す
る
㊒
り
。

徒た

だ
易
象
の
六
爻
は
、
幽
贊 

政
本
に
通
じ
、
詩
人
の
五
際
は
、
比
興 

國

風
に
存
す
る
を
以
て
す
。
故
に
物
を
體
し

を
成
す
も
、
必
ず
情
を
小
雅

に
寓よ

せ
、
高
き
に
登
り
て
能
く
賦
す
も
、
豈
に
圖
ら
ん
や 

大
夫
に
容
れ

ら
れ
ん
こ
と
を
。

（「
上
吏

侍
郞
帝
京
篇
諬
」、『
駱
臨
海
集
』
卷
一
（
（
（

）

こ
こ
で
は
、
文
學
の
政
治
的
效
用
を
揭
げ
、『
詩
經
』
に
お
け
る
比
興
諷
諫
の

精
神
に
則
ろ
う
と
す
る
創
作
態
度
が
表
朙
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
物
を
體
し
て

を

成
」
す
行
爲
も
、
必
ず
敎
化
作
用
を
重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
こ
の
作
品

に
諷
刺
の
意
圖
が
あ
る
こ
と
を
朙
確
に
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
諬
文
を
受
け
取
っ
た
吏

侍
郞
の
名
を
、
裴
行
儉
（
六
一
九
〜
六
八
二
）
と

言
う
。
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）
か
ら
調
露
元
年
（
六
七
九
）
に
か
け
て
在
任
し
手
腕

を
振
る
う
一
方
、
武
將
と
し
て
も
活
躍
し
、
任
朞
後
半
の
約
四
年
閒
は
、
實
際
に

指
揮
官
と
し
て
西
域
各
地
に
轉
戰
し
た（

（
（

。
駱
賓
王
自
身
も
、
こ
の
裴
行
儉
の
推
擧

に
よ
り
從
軍
し
、
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）
に
吐
蕃
へ
、
更
に
咸
亨
三
年
（
六
七
二
）

に
は
雲
南
へ
遠
征
し
て
い
る（

（
（

。「
帝
京
篇
」
が
獻
上
さ
れ
た
の
は
、
兩
者
が
共
に

長
安
に
い
た
頃
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
朞
閒
は
、
駱
賓
王
が
從
軍
か
ら
歸
京
し
た
上

元
元
年
（
六
七
四
）
か
ら
裴
行
儉
が
出
征
す
る
上
元
三
年
（
六
七
六
）
ま
で
の
三
年

駱
賓
王
「
帝
京
篇
」
と
則
天
武
后
の
洛
陽
駐
輦

�

種
村
由
季
子



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

六
八

1　

山
河
千
里
國　
　
　
　

山
河 

千
里
の
國

2　

城
闕
九
重
門　
　
　
　

城
闕 

九
重
の
門

3　

不
覩
皇
居
壯　
　
　
　

皇
居
の
壯さ
か

ん
な
る
を
覩み

ず
ん
ば

4　

安
知
天
子
尊
」　
　
　

安
く
ん
ぞ
天
子
の
尊
き
を
知
ら
ん
や

5　

皇
居
帝
里
殽
函
谷　
　

皇
居 

帝
里 

殽
函
の
谷

6　

鶉
野
龍
山
侯
甸
服　
　

鶉
野 

龍
山 

侯
甸
の
服

7　

五
緯
連
影
集
星
躔　
　

五
緯 

影
を
連
ね
て
星
躔
に
集
ま
り

8　

八
水
分

橫
地
軸　
　

八
水 

れ
を
分
か
ち
て
地
軸
を
橫
ほ
し
い
ま
まに
す

9　

秦
塞
重
關
一
百
二　
　

秦
塞
の
重
關 

一
百
二

10　

漢
家
離
宮
三
十
六　
　

漢
家
の
離
宮 

三
十
六

11　

桂
殿
陰
岑
對
玉
樓　
　

桂
殿 

陰
岑
と
し
て
玉
樓
に
對む
か

ひ

12　

椒
房
窈
窕
連
金
屋
」　

椒
房 

窈
窕
と
し
て
金
屋
に
連
な
る

起
句
の
「
山
河
」
は
、
堅
固
に
し
て
悠
久
な
る
國
土
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
㊒
す

る
詩
語
で
あ
る
。
杜
甫
「
春
望
」
の
一
句
「
國
破
れ
て
山
河
在
り
」
を
想
起
し
て

も
朙
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
特
に
崤
山
や
函
谷
關
、
渭
水
や
涇
水
と
い
っ
た

自
然
の
要
害
に
惠
ま
れ
た
長
安
一
帶
の
地
域
を
指
す
。
こ
の
よ
う
に
、「
帝
京
篇
」

は
、
都
の
地
勢
と
壯
大
な
宮
殿
の

子
か
ら
說
き
起
こ
し
、「
安
く
ん
ぞ
天
子
の

尊
き
を
知
ら
ん
や
」
と
皇
帝
の
威
容
を
讚
え
て
、
全
九
十
八
句
に
亘
る
長
大
な
作

品
を
展
開
し
て
ゆ
く
。

さ
て
、
淸
の
陳
煕
晉
に
よ
っ
て
既
に
指

さ
れ
る
も
の
の
、
こ
の
作
品
に
は
、

漢
代
都
城
賦
の
代
表
的
作
品
で
あ
る
班
固
の
「
西
都
賦
」（『
文
選
』
卷
一
）
や
、

張
衡
の
「
西
京
賦
」（『
文
選
』
卷
二
）
を
踏
ま
え
た
字
句
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
歬
出
の
「
帝
京
篇
」
冐
頭
十
二
句
に
着
目
す
れ
ば
、

閒
に
絞
ら
れ
る
。
創
作
年
も
、
こ
れ
に
歬
後
す
る
時
朞
で
あ
ろ
う（

（
（

。

さ
て
、
こ
の
作
品
に
關
し
て
は
從
來
、
漢
代
の
故
事
に
擬
え
て
當
時
の
王
侯
貴

族
や
遊
俠
た
ち
の
驕
奢
を
批

し
、
自
己
の
不
遇
を
訴
え
て
官
途
に
就
か
ん
と
す

る
駱
賓
王
の
個
人
的
な
意
圖
が
あ
っ
た
と
さ
れ（

（
（

、
ま
た
「
絕
唱
」
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
駱
賓
王
と
同
じ
く
下
級
官
僚
と
し
て
不
遇
に
甘
ん
じ
る
人
々
の
共
感
が
あ

っ
た
と
の
見
解
が
な
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
だ
が
、

力
者
の
奢
侈
に
つ
い
て
は
、
比
興

諷
諫
の
作
品
と
し
て
は
既
に
詠
い
古
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
と
言
っ
て
よ
く
、
例
え
ば

揚
雄
の
「
甘
泉
賦
」
や
司
馬
相
如
の
「
子
虛
賦
」、
樂
府
で
は
「
長
安
㊒
狹
邪
行
」

な
ど
、
過
去
の
類
例
は
枚
擧
に
暇
が
な
い
。
こ
こ
に
及
ん
で
駱
賓
王
が
貴
顯
の
奢

侈
を

っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
果
た
し
て
そ
れ
が
當
時
の
人
々
を
殊
更
に
惹
き
付

け
る
內
容
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
帝
京
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
皇
帝
の
居
處
を
指
す
。
だ
が

駱
賓
王
の
「
帝
京
篇
」
に
は
、
作
中
皇
帝
の
姿
が
一
切
描
か
れ
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
他
の
都
城
作
品
と
比
較
し
て
も
㊟
目
に
値
す
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
實

は
こ
れ
に
は
、
則
天
武
后
の
臺
頭
や
洛
陽
行
幸
と
い
っ
た
當
時
の
政
情
と
の
密

な
關
連
性
が
指

で
き
、
こ
の
作
品
の
意
圖
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
多
分
に

再
考
の
餘
地
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
、「
帝
京
篇
」
の
創
作
背
景
及
び
そ
の
諷
諫
內
容
に

つ
い
て
具
體
的
に
檢
證
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
し
て
、
こ
の
作
品
の
文
學
史
上

の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

二　

皇
帝
の
い
な
い
「
帝
京
」

次
に
擧
げ
る
の
は
、「
帝
京
篇
」
の
冐
頭
箇
所
で
あ
る
（
以
下
、
本
文
の
各
句
に

は
通
し
番
號
を
付
し
、
換

分
に
は
鉤
記
號
を
付
す
）。



駱
賓
王
「
帝
京
篇
」
と
則
天
武
后
の
洛
陽
駐
輦

六
九

21　

鉤
陳
肅
蘭
　
　
　
　

鉤
陳 

肅
た
る
蘭

22　

璧
沼
浮
槐
市　
　
　
　

璧
沼 

槐
市
を
浮
か
ぶ

23　

銅
羽
應
風
迴　
　
　
　

銅
羽 

風
に
應
じ
て
迴
り

24　

金
莖
承
露
起　
　
　
　

金
莖 

露
を
承
け
て
起
つ

25　

校
文
天
祿
閣　
　
　
　

文
を
校
す 

天
祿
閣

26　

習
戰
昆
朙
水　
　
　
　

戰
を
習
ふ 

昆
朙
水

27　

朱
邸
抗
平
臺　
　
　
　

朱
邸 

平
臺
に
抗
し

28　

黃
扉
通
戚
里
」　
　
　

黃
扉 

戚
里
に
通
ず

夜
朙
け
と
共
に
「
萬
戶
千
門
」
が
一
齊
に
開
放
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
は
壯
大
な

宮
中
の
光
景
が
廣
が
っ
て
お
り
、「
劍
履
」「
簪
纓
」
を
帶
び
た
官
僚
た
ち
が
盛
ん

に
徃
來
し
て
い
る
。
更
に
、

衞
を
司
る
「
鉤
陳
」
や
書
物
の
校
訂
を
行
う
「
天

祿
閣
」
な
ど
、
宮
中
に
建
ち
竝
ぶ
役
所
を
描
き
、

務
に
從
事
す
る
臣
下
た
ち
の

子
を
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
な
臣
下
の
描
寫
は
、
先
述
の
都
城
賦
作
品
に
も
や
は

り
見
え
る
。
だ
が
、こ
こ
で
は
「
帝
京
篇
」
と
の
重
大
な
相
違
點
も
見
出
さ
れ
る
。

例
え
ば
「
西
都
賦
」
で
は
、

左
右
庭
中
、
朝
堂
百
寮
之
位
。
蕭
曹
魏
邴
、
謀

乎
其
上
。
佐
命
則
垂

、

輔
翼
則
成
化
、

大
漢
之
愷
悌
、
盪
亡
秦
之
毒
螫
。
故
令
斯
人
、
揚
樂
和
之

聲
、
作
畫
一
之
歌
、
功
德
著
乎
祖
宗
、
膏
澤
洽
乎
黎
庶
。

左
右
庭
中
に
、
朝
堂
百
寮
の
位
あ
り
。
蕭
曹
魏
邴
、
其
の
上
に
謀

す
。

命
を
佐た
す

け
て
は
則
ち

を
垂
れ
、
輔
翼
し
て
は
則
ち
化
を
成
し
、
大
漢
の

愷
悌
を
し

き
て
、
亡
秦
の
毒
螫
を
盪ほ
ろ
ぼす
。
故
に
斯
の
人
を
し
て
樂
和
の
聲

を
揚
げ
、
畫
一
の
歌
を
作
ら
し
め
、
功
德 

祖
宗
に
著あ
ら
はれ
、
膏
澤 

黎
庶
に

洽あ
ま
ねし
。

左
據
函
谷
二
崤

0

0

0

0

之
阻　
（
班
固
「
西
都
賦
」）

左
㊒
崤
函

0

0

重
險　
　
　
（
張
衡
「
西
京
賦
」）

皇
居
帝
里
崤
函
谷

0

0

0　
　
（
駱
賓
王
「
帝
京
篇
」）

五0

緯0

相
汁
以
旅
于
東
井
（
張
衡
「
西
京
賦
」）

五0

緯0

連
影
集
星
躔　
　
（
駱
賓
王
「
帝
京
篇
」）

離
宮

0

0

別
館
三
十
六

0

0

0

所　
（
班
固
「
西
都
賦
」）

漢
家
離
宮
三
十
六

0

0

0

0

0　
　
（
駱
賓
王
「
帝
京
篇
」）

と
、
字
句
表
現
の
近
似
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
㊟
目
す
べ
き
は
、
そ
の
內

容
構
成
に
も
あ
る
。「
帝
京
篇
」
で
は
、
ま
ず
長
安
城
の
險
阻
な
自
然
環

に
つ

い
て
述
べ
、
次
に
五
星
が
集
結
す
る
と
い
っ
た
瑞
祥
等
を
嘉
し
、
そ
の
後
で
城
內

の
宮
殿
の

子
を
描
い
て
、
都
城
整
備
ま
で
の
經
緯
を
語
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品

展
開
は
、「
西
都
賦
」、「
西
京
賦
」
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ

の
後
の
展
開
は
ど
う
か
。
次
に
、
場
面
は
宮
城
內

へ
と
進
ん
で
い
く
。

13　

三
條
九
陌
麗
城
隈　
　

三
條 

九
陌 

城
隈
に
麗つ

き

14　

萬
戶
千
門
平
旦
開　
　

萬
戶 

千
門 

平
旦
に
開
く

15　

複
衟
斜
通

鵲
　
　

複
衟 

斜
め
に
通
ず 

鵲

16　

交
衢
直
指
鳳
凰
臺　
　

交
衢 

直た
だ

ち
に
指
す 

鳳
凰
臺

17　

劍
履
南
宮
入　
　
　
　

劍
履 

南
宮 

入
り

18　

簪
纓
北
闕
來　
　
　
　

簪
纓 

北
闕 

來
た
る

19　

聲
朙
冠
寰
宇　
　
　
　

聲
朙 

寰
宇
に
冠
た
り

20　

文
物
象
昭
回
」　
　
　

文
物 

昭
回
に
象か
た
どる



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

七
〇

位
六
四
九
〜
六
八
三
年
）
の
御
代
で
あ
る
。
實
は
こ
の
頃
、
洛
陽
行
幸
が
頻
繁
に
行

わ
れ
、
皇
帝
は
度
々
長
安
を
不
在
に
し
て
い
た
。
左
に
そ
の
詳
細
を
示
す（

（
（

（
後
揭

年
表
參
照
）。

洛　

陽　

行　

幸

長　

安　

還　

御

朞　

閒

第
一
回
顯
慶
二
年
（
六
五
七
）
正
⺼

顯
慶
三
年
（
六
五
八
）
二
⺼

十
五
ヶ
⺼

第
二
回
顯
慶
四
年
（
六
五
九
）
十
⺼

龍
朔
二
年
（
六
六
二
）
四
⺼

三
十
二
ヶ
⺼

第
三
回
麟
德
二
年
（
六
六
五
）
正
⺼

麟
德
二
年
（
六
六
五
）
十
⺼

十
一
ヶ
⺼

第
四
回
咸
亨
二
年
（
六
七
一
）
二
⺼

咸
亨
三
年
（
六
七
二
）
十
一
⺼

二
十
二
ヶ
⺼

第
五
回
上
元
元
年
（
六
七
四
）
十
一
⺼
上
元
三
年
（
六
七
六
）
三
⺼

十
八
ヶ
⺼

第
六
回
上
元
四
年
（
六
七
九
）
正
⺼

永
隆
元
年
（
六
八
〇
）
十
⺼

二
十
三
ヶ
⺼

第
七
回
永
淳
元
年
（
六
八
二
）
四
⺼

弘
衟
元
年（
六
八
三
）十
二
⺼
、

高
宗
崩
御（
以
後
武
后
は
洛
陽

に
定
住
）。

二
十
一
ヶ
⺼

洛
陽
は
、古
來
よ
り
長
安
と
共
に
「
二
京
」
と
稱
さ
れ
て
文
化
的
に
も
發
展
し
、

歷
代
王
朝
の
皇
帝
も
こ
の
地
に
深
く
親
し
ん
で
き
た
。
だ
が
、
高
宗
の
よ
う
に
在

位
三
十
四
年
の
閒
に
計
七
回
も
の
行
幸
を
行
っ
た
皇
帝
は
稀
で
あ
ろ
う
。
更
に
高

宗
の
行
幸
は
、
そ
の
滯
在
朞
閒
の
長
さ
も
極
め
て

例
で
あ
る
。
例
え
ば
第
二
回

目
の
行
幸
は
、
三
十
二
ヶ
⺼
も
の
長
朞
に
亘
っ
て
お
り
、
全
七
回
の
駐
輦
朞
閒
を

總
計
す
る
と
、
實
に
十
一
年
に
も
及
ぶ
。
つ
ま
り
高
宗
は
、
そ
の
治
世
の
お
よ
そ

三
分
の
一
を
首
都
長
安
で
は
な
く
、
洛
陽
で
過
ご
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
故
、

高
宗
は
か
く
も
洛
陽
行
幸
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

陳
寅
恪
は
こ
の
行
幸
の
要
因
に
つ
い
て
、
洛
陽
の
娛
樂
的
要
素
に
加
え
、
經
濟

的
な
利
便
性
を
擧
げ
る（

（
（

。
確
か
に
、
こ
の
頃
長
安
は
度
々
深

な

饉
に
見
舞
わ

れ
て
お
り
、
特
に
最
後
の
第
七
回
目
の
行
幸
に
つ
い
て
は
、「
上 

關
中
は

饉
、

と
、
始
め
に
蕭
何
、
曹
參
、
魏
相
、
邴
吉
ら
歷
代
功
臣
の
名
を
列
擧
し
、
政
務
に

勤
し
む
臣
下
の
姿
を
描
く
が
、
續
い
て
「
命
を
佐た
す

け
て
は
則
ち

を
垂
れ
、
輔
翼

し
て
は
則
ち
化
を
成
す
」
と
、
歷
代
の
皇0

帝0

が
臣
下
の
輔
弼
を
得
て
帝
業
を
成
し

遂
げ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
、更
に
「
祖
宗（

（
（

」、つ
ま
り
高
祖
と
宣
帝
の
名
を
示
し
て
、

皇
帝
の
功
德
に
よ
り
天
下
に
泰
平
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
讚
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
「
西
京
賦
」
に
お
い
て
も
、

內
㊒
常
侍
謁
者
、
奉
命
當
御
、
蘭
臺
金
馬
、
遞
宿
迭
居
。

內
に
は
常
侍 

謁
者
㊒
り
、
命
を
奉
じ
御
に
當
た
り
、
蘭
臺 

金
馬
、
遞た
が

ひ

に
宿
り
迭た
が

ひ
に
居
る
。

と
、
皇0

帝0

の
政
務
や
飮
⻝
な
ど
に
近
侍
す
る
臣
下
た
ち
に
つ
い
て
述
べ
、
閒

的

に
皇0

帝0

の
存
在

0

0

0

が
描
か
れ
て
い
る
。

一
方
、「
帝
京
篇
」で
は
、冐
頭
高
ら
か
に「
安
く
ん
ぞ
天
子
の
尊
き
を
知
ら
ん
や
」

と
述
べ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、實
際
の
皇
帝
の
政
務
の

子
に
つ
い
て
は
描
か
れ
ず
、

た
だ
「
聲
朙 

寰
宇
に
冠
た
り
」
と
臣
下
の
威
風
堂
々
た
る
さ
ま
が
稱
贊
さ
れ
る

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
聊
か
奇
妙
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
尤
も
、
一
介
の
下

級
官
僚
に
過
ぎ
な
い
駱
賓
王
に
と
っ
て
、
皇
帝
を
閒
近
に
見
る
機
會
は
無
き
に
均

し
い
。
描
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
描
け
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
だ

が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
帝
京
篇
」
が
、
漢
代
の
都
城
賦
に
題
材
を

取
り
な
が
ら
、
皇
帝
の
描
寫
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
踏

し
な
い
の
は
却
っ
て
不
自

然
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

三　

皇
后
の
洛
陽
行
幸

駱
賓
王
が
「
帝
京
篇
」
を
創
作
し
た
の
は
、唐
の
第
三
代
皇
帝
、高
宗
李
治
（
在



駱
賓
王
「
帝
京
篇
」
と
則
天
武
后
の
洛
陽
駐
輦

七
一

郊
外
の
龍
門
で
は
、
武
后
の
姿
を
寫
し
取
っ
た
と
さ
れ
る
巨
大
な
盧
遮
那
佛
の
開

眼
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
な
ど
、

饉
に
喘
ぐ
長
安
の
窮
狀
を
餘
所
に
、
洛
陽

は
首
都
さ
な
が
ら
の
活
況
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の
年
よ
り
、
朝
政

補
佐
の
た
め
北
門
學
士
が
召
集
さ
れ
、
武
后
を
中
心
と
す
る
政
治
體
制
が
着
實
に

整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
か
か
る
政
治
狀
況
の
中
、
高
宗
は
遂
に
武
后
に
讓
位
の
意

志
を
示
す
に
至
る
。

（
上
元
）
二
年
、
上
苦
風
眩
甚
、
議
使
天
后
攝
知
國
政
。
中
書
侍
郞
同
三
品

郝
處
俊
曰
、「
天
子
理
外
、
后
理
內
、
天
之
衟
也
。
昔
魏
文
著
令
、
雖
㊒
幼
主
、

不
許
皇
后
臨
朝
、
所
以
社
禍
亂
之
萠
。
陛
下
柰
何
以
高
祖
、
太
宗
之
天
下
、

不
傳
之
子
孫
而
委
之
天
后
乎
。」
中
書
侍
郞
昌
樂
李
義
琰
曰
、「
處
俊
之
言
至

忠
、
陛
下
宜
聽
之
」
上
乃
止
。

（
上
元
）
二
年
、
上 

風
眩
に
苦
し
む
こ
と
甚
だ
し
く
、
天
后
を
し
て
國
政

を
攝
知
せ
し
め
ん
こ
と
を
議
す
。
中
書
侍
郞
同
三
品
郝
處
俊
曰
は
く
、「
天

子 

外
を
理を
さ

め
、
后 

內
を
理を
さ

む
る
は
、
天
の
衟
な
り
。
昔 

魏
文 

令
を
著あ
ら

は
し
、
幼
主
㊒
り
と
雖
も
、
皇
后
の
臨
朝
す
る
を
許
さ
ず
、
社 

禍
亂
の

萠
た
る
所
以
な
り
。
陛
下 

柰
何
ぞ
高
祖
、
太
宗
の
天
下
を
以
て
、
之
を

子
孫
に
傳
へ
ず
し
て
之
を
天
后
に
委
ぬ
る
か
」
と
。
中
書
侍
郞
昌
樂
李
義

琰
曰
は
く
、「
處
俊
の
言
は
至
忠
な
り
、
陛
下 

宜
し
く
之
を
聽
く
べ
し
」

と
。
上 

乃
ち
止
む
。（『

㊮
治
通
鑑
』
卷
二
百
二
、
唐
紀
十
八
、
高
宗
上
元
二
年
）

宰
相
郝
處
俊
の
諫
言
に
よ
り
、
幸
い
こ
の
時
に
は
皇
后
が
帝
位
に

く
と
い
う

事
態
は
回
避
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
よ
り
、
周
圍
は
女
帝
誕
生
の
可
能
性
を
否
應
な

く
意

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
武
后
が
武
周

米
は
斗
ご
と
に
三
百
な
る
を
以
て
、
將
に
東
都
に
幸
せ
ん
と
す（
（（
（

」
と
記
錄
さ
れ
る

よ
う
に
、
長
安
の
⻝
糧
缺
乏
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。
そ
の
點
洛
陽
は
、
煬
帝
に

よ
っ
て
開
鑿
さ
れ
た
大
運
河
の
起
點
に
位
置
し
、
江
南
の
物
㊮
が
豐
富
に
集
ま
る

商
業
都
市
と
し
て
、十
分
な
⻝
糧
の
確
保
が
保

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、

七
回
の
行
幸
全
て
に
お
い
て
、
長
安
の
⻝
糧
事
情
が
直

の
原
因
だ
っ
た
か
と
言

え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い（
（（
（

。

實
は
こ
の
頃
、
高
宗
は
病
氣
を
理
由
に
長
ら
く
政
務
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
お
り
、

代
わ
り
に
皇
后
で
あ
る
則
天
武
后
が
政
治
を
執
り
行
っ
て
い
た
。行
幸
の
意
思
も
、

高
宗
自
ら
で
は
な
く
實

を
握
る
武
后
の
決
定
の
も
と
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
は
、
武
后
の
あ
る
政
治
的
な
思
惑
が
大
き
く
關
係
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

永
徽
六
年
（
六
五
五
）、
武
后
は
皇
后
册
立
に
際
し
て
、
そ
の
出
身
の
卑
賤
さ
に

加
え
、
か
つ
て
高
宗
の
父
、
太
宗
李
世
民
（
在
位
六
二
六
〜
六
四
九
）
の
後
宮
に
仕

え
て
い
た
經
歷
か
ら
、
特
に
太
宗
恩
顧
の
重
臣
ら
の
激
し
い
反
發
を
受
け
た
。
こ

の
中
心
人
物
と
な
っ
た
の
が
、
外
戚
の
長
孫
無
忌
と
、
于
志
寧
及
び
褚
遂
良
で
あ

る
。
主
た
る
反
對
派
に
は
、
更
に
褚
遂
良
を
擁

し
た
韓
瑗
と
來
濟
が
加
わ
る
。

凌
𤇆
閣
に
名
を

む
老
臣
長
孫
無
忌
を
中
心
と
し
て
、
彼
ら
は
太
宗
と
深
い
信
賴

關
係
で
結
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
抵
抗
勢
力
の
反
對
を
押
し
切
っ
て

位
し
た
武
后

は
、
以
後
、
彼
ら
を
徹
底
的
に
排
除
し
て
ゆ
く
。
武
后
は
ま
ず
、
自
分
と
對
峙
す

る
舊
臣
を
次
々
と
邊

に
追
放
し
、
更
に
首
都
長
安
を

て
て
彼
ら
の
影
响
力
の

少
な
い
洛
陽
に
據
點
を
遷
し
、
新
た
に
こ
の
地
に
自
己
の
政
治
基
盤
を
確
立
し
よ

う
と
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。

さ
て
、「
帝
京
篇
」
が
發
表
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
第
五
回
目
の
行
幸
朞

閒
と
重
な
る
。
折
り
し
も
こ
の
頃
、
洛
陽
で
は
武
后
の
活
動
が
い
よ
い
よ
顯
在
化

す
る
。
上
元
二
年
、
洛
陽
宮
で
は
大
規

な
修
築
工
事
が
開
始
さ
れ
、
ま
た
洛
陽



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

七
二

蘭
肴
陳
綺
席　
　

蘭
肴 

綺
席
に
陳つ
ら

ぬ

千
鍾
合
堯
禹　
　

千
鍾 

堯
禹
に
合
ひ

百
獸
諧
金
石　
　

百
獸 

金
石
に
諧か
な

ふ

得
志
重
寸
陰　
　

志
を
得
て
寸
陰
を
重
ん
じ

忘
懷
輕
尺
璧　
　

懷
を
忘
れ
尺
璧
を
輕
ん
ず

（『
文
苑
英
華
』
卷
百
九
十
二
）

第
二
首
で
は
、
崇
文
館
へ
の
臨
幸
に
つ
い
て
述
べ
、
多
忙
な
政
務
の
合
閒
を
縫

っ
て
書
物
の
熟
讀
に
沒
頭
す
る

子
を
描
く
。
ま
た
第
八
首
で
は
、
宮
中
の
盛
大

な
宴
に
つ
い
て
述
べ
、「
堯
禹
」
の
ご
と
く
大
杯
を
傾
け
つ
つ
、「
百
獸
」
が
舞
來

る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
♫
樂
に
聽
き
入
る

子
を
、
深
い

足
感
と
共
に
詠
う
。

ま
た
そ
の
序
文
に
は
、「
余 

百
王
の
末
を
追
蹤
し
、
心
を
千
載
の
下
に
馳
す
。
慷

慨 

懷
古
し
、
彼
の
哲
人
を
想
ふ
。
庶
は
く
は
堯
舜
の
風
を
以
て
、
秦
漢
の
弊
を

蕩は
ら

は
ん
。
咸
英
の
曲
を
用
て
、
爛
熳
の
♫
を
變
へ
ん（
（（
（

」
と
あ
り
、
唐
王
朝
の
事
實

上
の
創
業
主
と
し
て
、「
帝
京
」
を

べ
る
太
宗
の
自
信
と
自
負
に
溢
れ
て
い
る
。

だ
が
、
今
や
そ
の
長
安
は
、
武
后
の
洛
陽
行
幸
に
よ
っ
て
首
都
と
し
て
の
地
位

を
著
し
く
失
墜
さ
せ
て
お
り
、
李
氏
の
唐
王
朝
も
ま
た
武
后
に
よ
っ
て
そ
の

威

を
奪
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
、
駱
賓
王
が
太
宗
と
同

題
の
作
品
を
發
表
し
た
こ
と
は
、
單
な
る
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
の
限

り
、
こ
れ
以
歬
に
同
題
の
作
品
は
見
ら
れ
ず
、
駱
賓
王
が
こ
の
御
製
作
品
を
意

し
て
創
作
し
た
こ
と
は
疑
い
無
い（
（（
（

。
勿
論
、「
帝
京
篇
」
を
「
絕
唱
」
と
稱
し
た

當
時
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
腦
裏
に
は
當
然
、
こ
の
太
宗
の
「
帝
京
篇
十
首
」
が

過
ぎ
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
駱
賓
王
の
「
帝
京
篇
」
と
は
、
そ
れ
自
體

に
太
宗
の
「
帝
京
篇
」
を
想
起
さ
せ
、
太
宗
御
代
の
長
安
を
懷
古
さ
せ
る
效
果
を

持
つ
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。

革
命
に
よ
っ
て
正
式
に

位
し
、
唐
王
朝
の
斷
絕
を
招
く
に
は
更
に
二
十
年
以
上

の
歳
⺼
を
要
す
る
が
、
當
時
既
に
武
后
の
野
心
を
察
知
し
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
惑
の
も
と
、
或
い
は
率
先
し
て
與
し
、
或
い
は
靜

し
、
或
い
は
恐
ら
く

怒

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四　
「
帝
京
篇
」
の
創
作
意
圖

と
こ
ろ
で
、
駱
賓
王
の
「
帝
京
篇
」
に
は
同
名
の
先
行
作
品
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
唐
の
第
二
代
皇
帝
、
太
宗
李
世
民
御
製
の
「
帝
京
篇
十
首
」
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
作

品
は
、
貞

十
九
年
（
六
四
五
）
に
石
碑
と
し
て
立

さ
れ（
（（
（

、
太
宗
が
自
ら
の
起

居
及
び
所
感
を
述
べ
た
十
首
の
連
作
で
あ
る
。

　
　

其
二

巖
廊
罷
機
務　
　

巖
廊 

機
務
を
罷や

め

崇
文
聊
駐
輦　
　

崇
文 

聊い
さ
さか
輦
を
駐と
ど

む

玉
匣
諬
龍
圖　
　

玉
匣 

龍
圖
を
諬ひ
ら

き

金
繩
披
鳥
篆　
　

金
繩 

鳥
篆
を
披ひ
ら

く

韋
編
斷
方
續　
　

韋
編 

斷
ち
て
は
方
に
續つ

ぎ

縹
帙
舒
還
卷　
　

縹
帙 

舒の

べ
て
は
還
た
卷
く

對
此
乃
忘
憂　
　

此
に
對
し
て
乃
ち
忘
憂
し

欹
枕

典　
　

枕
に
欹よ

り
て

典
を

る

　
　

其
八

樂
難
再
逢　
　

樂 

再
び
逢
ひ
難
く

芳
晨
眞
可
惜　
　

芳
晨 

眞
に
惜
し
む
べ
し

玉
酒
泛
雲
罍　
　

玉
酒 

雲
壘
に
泛う

か
び



駱
賓
王
「
帝
京
篇
」
と
則
天
武
后
の
洛
陽
駐
輦

七
三

57　

且
論
三
萬
六
千
是　
　

且か

つ
論
ず 

三
萬
六
千
の
是
な
る
を

58　

寧
知
四
十
九
年
非
」　

寧い
づ
くん
ぞ
知
ら
ん 

四
十
九
年
の
非
な
る
を

こ
こ
で
は
ま
ず
、「
陸
賈
」
や
「
蕭
朱
」（
蕭

と
朱
博
）
と
い
っ
た
漢
代
の
王

侯
貴
族
た
ち
の
酒
宴
に
つ
い
て
述
べ
る
。
朝
夕
構
わ
ず
繰
り
廣
げ
ら
れ
る
彼
ら
の

遊
興
ぶ
り
は
豪
快
で
、客
を
引
き
留
め
る
た
め
に
車
の
留
め
金
を

て
た
「
陳
遵
」

な
ど
、
型
破
り
で
あ
る
。
次
に
、
43
句
目
以
降
で
は
、
遊
俠
と
妓
女
の
享
樂
へ
と

場
面
が
移
る
。「
羅
旉
の
使
君 

千
騎
し
て
歸
る
」
と
は
、
羅
旉
に
橫
戀
慕
す
る
使

君
の
行
動
を
指
す
。
出
典
と
な
る
「
陌
上
桑
」
で
は
、
羅
旉
は
使
君
の
誘
惑
を
拒

絕
し
て
稱
贊
さ
れ
る
が
、「
帝
京
篇
」
で
は
、
續
い
て
「
同
心 

結
縷
の
帶
、

連
理 

成
の
衣
」
と
、
男
女
の
深
い
契
り
が
謳
わ
れ
、
使
君
は
め
で
た
く
羅
旉

と
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
從
來
の
解
釋
は
、
こ
の

よ
う
な
男
女
の
一
生
を
「
四
十
九
年
の
非
」
と
批

し
、
長
安
の
風
俗
の
亂
れ
を

危
惧
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
き
た
。
確
か
に
、
放
縱
の
限
り
を
盡
く
す
遊
俠
た

ち
の
姿
は
、
贅
澤
や
放
蕩
へ
の
批

と
も
取
れ
る
。
彼
ら
の
生
態
を
描
い
た
作
品

は
多
く
樂
府
に
お
い
て
見
受
け
ら
れ
る
が
、
中
で
も
曹
植
の
「
白
馬
篇
」
や
「
名

都
篇
」
は
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
遊
俠
た
ち
の
生
き
方
を
肯
定
し
、
そ
の
剛
强
な

氣
風
を
稱
贊
し
た
も
の
で
あ
る（
（（
（

。

名
都
多
妖
女　
　

名
都 

妖
女
多
く

京
洛
出
少
年　
　

京
洛 

少
年
出
づ

寶
劍
直
千
金　
　

寶
劍 

直
千
金

被
服
光
且
鮮　
　

被
服
光か
が
やか
し
く
且
つ
鮮
や
か
な
り

…
…

歸
來
宴
平
樂　
　

歸
り
來
た
り
て 

平
樂
に
宴
す

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
當
時
の
世
情
に

し
て
「
帝
京
篇
」
を
捉
え
直
す
と
き
、

貴
顯
の
奢
侈
に
對
す
る
諷
刺
と
い
う
從
來
の
解
釋
と
は
自
ず
と
矛
盾
が
生
じ
る
。

次
に
、「
帝
京
篇
」
に
お
け
る
王
侯
貴
族
や
遊
俠
、妓
女
の
描
寫
に
つ
い
て
檢
證
し
、

こ
の
作
品
の
創
作
意
圖
に
つ
い
て
改
め
て
問
い
直
し
た
い
。

37　

王
侯
貴
人
多
近
臣　
　

王
侯 

貴
人 

近
臣
多
く

38　

朝
遊
北
里
暮
南
鄰　
　

朝あ
し
たに
北
里
に
遊
び 

暮
に
は
南
鄰

39　

陸
賈
分
金
將
燕
喜　
　

陸
賈 

金
を
分
か
ち
て
將
に
燕
喜
せ
ん
と
し

40　

陳
遵
投
鎋
正
留
賓　
　

陳
遵 

鎋
を
投
げ
て
正
に
賓
を
留
む

41　

趙
李
經
過
密　
　
　
　

趙
李 
經
過 

密
に
し
て

42　

蕭
朱
交
結
親
」　
　
　

蕭
朱 
交
結 

親
し

43　

丹
鳳
朱
城
白
日
暮　
　

丹
鳳 
朱
城 
白
日
暮
れ

44　

靑
牛
紺

紅
塵
度　
　

靑
牛 

紺

 
紅
塵
度わ

た

る

45　

俠
客
珠
彈
垂
楊
衟　
　

俠
客 

珠
彈 

垂
楊
の
衟

46　

倡
婦
銀
鉤
采
桑
路
」　

倡
婦 

銀
鉤 

采
桑
の
路

47　

倡
家
桃
李
自
芳
菲　
　

倡
家
の
桃
李
自
お
の
づ
から
芳
菲

48　

京
華
遊
俠
盛
輕
肥　
　

京
華
の
遊
俠 

輕
肥
を
盛
ん
に
す

49　

延
年
女
弟
雙
飛
入　
　

延
年
の
女
弟 

雙
飛
し
て
入
り

50　

羅
旉
使
君
千
騎
歸　
　

羅
旉
の
使
君 

千
騎
し
て
歸
る

51　

同
心
結
縷
帶　
　
　
　

同
心 

結
縷
の
帶

52　

連
理

成
衣　
　
　
　

連
理 

成
の
衣

53　

春
朝
桂
樽
樽
百
味　
　

春
朝
の
桂
樽 

樽
百
味

54　

秋
夜
蘭
燈
燈
九
微　
　

秋
夜
の
蘭
燈 

燈
九
微

55　

翠
幌
珠
簾
不
獨
映　
　

翆
幌 

珠
簾 

獨
り
映
ぜ
ず

56　

淸
歌
寶
瑟
自
相
依　
　

淸
歌 

寶
瑟
自
お
の
づ
から
相
ひ
依
る



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

七
四

輩
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、「
帝
京
篇
」
に
お
い
て
描
か
れ
る

長
安
の
人
々
の
盛
大
な
暮
ら
し
ぶ
り
は
、
必
ず
し
も
駱
賓
王
に
と
っ
て
批

の
對

象
で
あ
っ
た
と
は
斷
言
で
き
ま
い
。
む
し
ろ
、
か
つ
て
の
都
の
人
々
の
生
き
生
き

と
し
た
繁
榮
を
讚
え
、
懷
か
し
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
駱
賓
王
の
生

年
に
つ
い
て
は
諸
說
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
太
宗
朝
の
後
朞
の
六
三
〇
年
代
に
は

出
生
し
て
い
た
と
さ
れ
る（
（（
（

。
徃
時
の
繁
榮
を
知
る
駱
賓
王
に
と
っ
て
何
よ
り
耐
え

難
か
っ
た
の
は
、
活
氣
を
喪
失
し
た
現
今
の
長
安
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

67　

相
顧
百
齡
皆
㊒
待　
　

相
ひ
顧
み
る
に 

百
齡 

皆
待
つ
㊒
り

68　

居
然
萬
化
咸
應
改　
　

居
然
と
し
て
萬
化
咸み
な 

應
に
改
ま
る
べ
し

69　

桂
枝
芳
氣
已
銷
亡　
　

桂
枝
の
芳
氣 

已
に

0

0

銷
亡
し

70　

柏
梁
高
宴
今
何
在
」　

柏
梁
の
高
宴 

今0

何
く
に
か
在
る

こ
こ
で
は
、
漢
の
榮
枯
盛
衰
を
偲
び
、
か
つ
て
美
女
と
美
酒
に
醉
い
癡
れ
た
長

安
の
衰
亡
を
詠
む
。
從
來
の
解
釋
で
は
こ
れ
を
、
長
安
の
將
來
的
な
退
廢
を
危
惧

し
、
人
々
の
奢
侈
を
批

す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
き
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
駱
賓

王
が
主
張
せ
ん
と
す
る
の
は
、決
し
て
そ
の
よ
う
な
悠
長
な

告
で
は
あ
る
ま
い
。

既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
在
の
長
安
は
、
武
后
に
よ
っ
て
「
已
に

0

0

」
衰
亡
の
危

機
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
駱
賓
王
が

を
鳴
ら
す
の
は
、
彼
自
身
が
「
今0

」

直
面
す
る
長
安
の
危
機
に
對
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
こ

の
頃
相
次
い
で
都
城
を
詠
む
長
篇
作
品
が
發
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
例
え

ば
盧
照
鄰
が
「
長
安
古
意
」
に
お
い
て
、

節
物
風
光
不
相
待　
　

節
物 

風
光 

相
待
た
ず

桑
田
碧
海
須
臾
改　
　

桑
田 

碧
海 

須
臾
に
し
て
改
ま
る

美
酒
斗
十
千　
　

美
酒
は
斗
に
十
千

膾
鯉

胎
鰕　
　

鯉
を
膾
に
し 

胎
鰕
を

に
し

寒
鼈
炙
熊
蹯　
　

鼈
を
寒い

り 

熊
蹯
を
炙
る

鳴
儔
嘯
匹
旅　
　

儔と
も

を
鳴よ

び 

匹
旅
に
嘯よ
び
かけ

列
坐

長
筵　
　

坐
を
列
ね
て
長
筵
に
わ
た

る

連
翩
擊
鞠
壤　
　

連
翩
と
し
て
鞠
壤
を
擊
ち

巧
捷
惟
萬
端　
　

巧
捷
た
る
こ
と
惟
れ
萬
端

白
日
西
南
馳　
　

白
日 

西
南 

馳
せ

光
景
不
可
攀　
　

光
景
攀と
ど

む
べ
か
ら
ず

雲
散
還
城
邑　
　

雲
散 
城
邑
に
還
り

淸
晨
復
來
還　
　

淸
晨 

復
た
來
た
り
還
る

（
曹
植
「
名
都
篇
」、『
文
選
』
卷
二
十
七
）

こ
こ
で
は
、
都
の
い
な
せ
な
遊
俠
た
ち
と
艷
や
か
な
妓
女
を
描
き
、
彼
ら
の
豪

華
盛
大
な
宴
の

子
を
詠
む
。
だ
が
、
彼
ら
の
服
裝
や
奢
侈
に
對
す
る
批

の
意

圖
は
何
處
に
も
無
く
、
却
っ
て
、
自
由
且
つ
豪
快
に
生
き
る
彼
ら
の
强
烈
な
存
在

感
を
活
寫
す
る
こ
と
に
徹
し
て
い
る
。

ま
た
、
駱
賓
王
自
身
に
つ
い
て
見
る
と
、
彼
に
は
元
來
遊
俠
を
好
む
性
質
が
あ

っ
た
。『
舊
唐
書
』
本
傳
に
は
、「
嘗
て
「
帝
京
篇
」
を
作
り
、
當
時
絕
唱
と
爲
す
。

然
る
に
落
魄
無
行
に
し
て
、
好
く
博
徒
と
遊
ぶ（
（（
（

」
と
、
遊
俠
の
徒
と
共
に
勝
手
氣

儘
な
生
活
に
興
じ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
自
ら
の
經
歷
を
述
べ
た

「
疇
昔
篇
」
で
も
、「
少
年
英
俠
を
重
ん
じ
、
弱
歳
衣
冠
を
賤
し
む
。
既
に
寰
中
の

賞ほ
う
びを
託
し
、
方
に
膝
下
のよ
ろ
こ
びを
承
け
ん（
（（
（

」
と
、
義
俠
に

れ
た
少
年
時
代
を
回

想
し
て
い
る
。
更
に
「
帝
京
篇
」
に
登
場
す
る
王
侯
貴
族
た
ち
に
つ
い
て
も
、「
陳

遵
」
や
「
朱
博
」
は
、
傳

的
貴
族
と
言
う
よ
り
は
、
成
り
上
が
り
の
元
遊
俠
の



駱
賓
王
「
帝
京
篇
」
と
則
天
武
后
の
洛
陽
駐
輦

七
五

勢
の
利
や
瑞
祥
に
よ
る
都
の
正

性
を
强
調
し
、班
固
の「
西
都
賦
」や
張
衡
の「
西

京
賦
」
の
字
句
に
倣
っ
た
の
も
、
單
に
典
故
表
現
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し

た
首
都
問
題
に
關
わ
る
都
城
賦
の
創
作
背
景
そ
の
も
の
を
踏

し
て
の
こ
と
で
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

五　
「
絶
唱
」
の
波

以
上
、「
帝
京
篇
」
の
分
析
を
通
し
て
、
こ
の
作
品
が
從
來
言
わ
れ
る
よ
う
な

王
侯
貴
族
や
遊
俠
に
對
す
る
奢
侈
批

を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
太
宗
朝

の
長
安
の
繁
榮
を
懷
古
す
る
作
用
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

し
た
。
だ
が
、
裏
を
﨤

せ
ば
こ
れ
は
、
時
の

力
者
に
對
す
る
批

と
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
。
然
る

に
何
故
、
駱
賓
王
は
、
敢
え
て
そ
の
よ
う
な
危
險
を
冐
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
は
、
彼
の
政
治
的
立
場
を
考
慮
す
れ
ば
自
ず
と
氷
解
し
よ
う
。
何
故

な
ら
駱
賓
王
は
、
元
々
太
宗
派
の
人
々
と
親
交
が
あ
り
、
自
身
も
李
唐
室
に
對
し

て
厚
い
忠
義
心
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
彼
が
幼
少
朞
よ
り
過

ご
し
た
山
東
に
お
け
る
地
緣
と
深
い
關
係
が
あ
る（
（（
（

。
武
后
と
對
立
し
た
舊
來
勢
力

と
は
、そ
も
そ
も
太
宗
が
秦
王
時
代
に
山
東
に
軍
事
據
點
を
置
い
た
こ
と
に
遡
る
。

太
宗
は

位
後
、
李
勣
や
褚
遂
良
ら
山
東
の
人
士
を
特
に
重
用
し
た
た
め
、
武
后

が
實

を
掌
握
し
た
後
も
尙
、
山
東
の
地
に
は
太
宗
所
緣
の
舊
勢
力
の
人
々
が
多

く
殘
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
駱
賓
王
が
、
彼
ら
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
て
い
く

中
で
、
武
后
の
專
橫
に
不
滿
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
の
も
あ
る
意
味
で
は
無
理
か
ら

ぬ
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
年
、
彼
が
舊
來
勢
力
の
反
亂
で
あ
る

徐

業
の
亂
に
加
擔
す
る
に
及
ぶ
の
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
立
場
を
如
實
に
現

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
反
亂
に
際
し
、
駱
賓
王
は
檄
文
を
起
草
し
て
天
下
に
蹶
起
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

昔
時
金
階
白
玉
堂　
　

昔
時
の
金
階 

白
玉
の
堂

今
唯
見
靑
松
在　
　

0

今0 

唯
だ
見
る 

靑
松
の
在
る
を（『

盧
照
鄰
集
』
卷
二
）

と
、
や
は
り
「
帝
京
篇
」
と
同

に
そ
の
衰
亡
を
詠
み
、
靑
松
の
み
を
殘
す
寂
寥

と
し
た
「

0

今0

」
の
都
を
嘆
い
て
、
在
り
し
日
の
長
安
の
隆
盛
を
懷
古
す
れ
ば
、

ま
た
一
方
で
は
、
劉
希
夷
が
「
公
子
行
」
に
お
い
て
、

天
津
橋
下
陽
春
水　
　

天
津
橋
下 

陽
春
の
水

天
津
橋
上
繁
華
子　
　

天
津
橋
上 
繁
華
の
子

馬
聲
廻
合
靑
雲
外　
　

馬
聲 
廻
合
す 
靑
雲
の
外

人
影
搖
動
綠
楊
裏　
　

人
影 

搖
動
す 
綠
楊
の
裏（『

文
苑
英
華
』
卷
百
九
十
四
）

と
、
洛
陽
城
下
の
天
津
橋
を
描
き
、
そ
こ
に
行
き
交
う
人
々
の
賑
わ
い
を
謳
う
。

初
唐
に
お
い
て
現
れ
る
こ
れ
ら
の
作
品
群
の
存
在
は
、
二
京
の
繁
榮
を
そ
れ
ぞ
れ

に
詠
ん
だ
と
す
る
解
釋
で
は
濟
ま
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
を
孕
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

思
え
ば
、
そ
も
そ
も
班
固
が
「
西
都
賦
」「
東
都
賦
」
か
ら
な
る
「
兩
都
賦
」

を
創
作
し
た
背
景
に
は
、
後
漢
の
建
國
當
初
に
お
い
て
長
安
派
と
洛
陽
派
の
閒
で

首
都
を
め
ぐ
る
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る（
（（
（

。
班
固
の
「
兩
都
賦
」
は
、
結

論
と
し
て
洛
陽
定
都
に
贊
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
歬
に
は
、
長
安
の
優

位
性
を
主
張
す
る
杜
篤
の
「
論
都
賦
」
な
ど
が
あ
り
、
漢
代
の
都
城
賦
創
作
の
背

景
に
は
、
首
都
選
定
に
關
わ
る
問
題
が
密

に
絡
ん
で
い
た
と
い
う
事
情
が
確
認

さ
れ
る
。
な
ら
ば
、
駱
賓
王
が
「
帝
京
篇
」
の
冐
頭
箇
所
に
お
い
て
、
長
安
の
地
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の
專
橫
に
對
し
少
な
か
ら
ず
不
滿
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
裴

行
儉
は
そ
の
後
、
邊

で
の
功
績
を
認
め
ら
れ
て
再
び
中
央
官
界
に
復
歸
し
、
そ

こ
で
駱
賓
王
と
出
會
う
。
つ
ま
り
、敢
え
て
武
后
批

に
踏
み
込
ん
だ
「
帝
京
篇
」

の
創
作
態
度
は
、
仕
官
作
品
と
し
て
も
、
裴
行
儉
の
共
感
と
信
賴
を
得
る
た
め
の

要
素
を
十
分
に
備
え
た
作
品
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
「
帝
京
篇
」
に
つ
い
て

々
な

點
か
ら
解
釋
を
試
み
て
き

た
が
、
こ
の
作
品
の
比
興
諷
諫
の
要
素
は
、
最
終
句
末
に
至
っ
て
最
も
痛
烈
に
現

れ
る
。89　

已
矣
哉　
　
　
　
　
　

已
ん
ぬ
る
か
な

90　

歸
去
來　
　
　
　
　
　

歸
り
な
ん

91　

馬
卿
辭
蜀
多
文
藻　
　

馬
卿
は
蜀
を
辭
し
て
文
藻
多
く

92　

揚
雄
仕
漢
乏
良
媒　
　

揚
雄
は
漢
に
仕
へ
て
良
媒
乏
し

93　

三
冬
自
矜
誠
足
用　
　

三
冬
自み
づ
から
誠
に
用
ふ
る
に
足
る
を
矜ほ
こ

る
も

94　

十
年
不
調
幾
邅
迴　
　

十
年 

調
せ
ら
れ
ず 

幾
た
び
か
邅せ
ん

迴か
い

す

95　

汲

薪
逾
積　
　
　
　

汲

の
薪
は
逾い
よ

い
よ
積
ま
れ

96　

孫
弘
閣
未
開　
　
　
　

孫
弘
の
閣
は
未
だ
開
か
れ
ず

97　

誰
惜
長
沙
傅　
　
　
　

誰
か
長
沙
の
傅
の

98　

獨
負
洛
陽
才
」　
　
　

獨
り
洛
陽
の
才
に
負そ
む

く
を
惜
し
ま
ん

こ
こ
で
は
、
人
材
登
用
に
對
す
る
不
滿
と
自
己
の
不
遇
を
訴
え
て
お
り
、
駱
賓

王
は
自
身
を
「
洛
陽
の
才
」
た
る
賈
誼
に
比
し
、
そ
の
才
能
を
存
分
に
發
揮
す
る

機
會
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
こ
の
作
品
を

め
括
る（
（（
（

。
だ
が
、
長
安
の
風

物
を
詠
む
べ
き
「
帝
京
篇
」
の
作
中
、
し
か
も
そ
の
最
終
句
末
に
お
い
て
、「
洛

陽
」
の
二
文
字
が
配
さ
れ
る
こ
と
を
、
我
々
は
如
何
に
說
朙
し
た
ら
よ
い
か
。
確

一
抔
之
土
未
乾
、
六
尺
之
孤
安
在
。
儻
能
轉
禍
爲
福
、
送
徃
事
居
。
共
立
勤

王
之
勳
、
無
廢
舊
君
之
命
。
凢
諸
𣝣
賞
、
同
指
山
河
。

一
抔
の
土 

未
だ
乾
か
ざ
る
に
、
六
尺
の
孤 

安
く
に
か
在
る
。
儻も

し
能
く

禍
を
轉
じ
福
と
爲
さ
ば
、
徃
を
送
り
居
に
事つ
か

へ
ん
。
共
に
勤
王
の
勳
を
立

て
、
舊
君
の
命
を
廢す
た

れ
し
む
る
こ
と
無
か
れ
。
凢
諸
の
𣝣
賞
よ
、
同と
も

に
山

河
を
指
さ
さ
ん
。

（「
代
李

業
傳
檄
天
下
文
」、『
駱
臨
海
集
』
卷
十
）

「
六
尺
の
孤
」と
は
、高
宗
亡
き
後
に
殘
さ
れ
た
幼
君
中
宗
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、

正

な
後
繼
者
で
あ
る
中
宗
が
、
父
帝
崩
御
後
、
幾
許
も
無
く
し
て
幽
閉
さ
れ
る

と
い
う
事
態
に

怒
し
、
武
后
に
よ
る
王
朝
の
「
禍
」
を
「
福
」
に
轉
じ
て
李
氏

唐
室
を
再
興
せ
ん
と
す
る
激
烈
な
決
意
を
述
べ
る
。そ
し
て
天
下
の
同
胞
に
對
し
、

共
に
「
山
河
」
す
な
わ
ち
長
安
の
恢
復
を
目
指
す
こ
と
を
喚
起
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
山
河
」
は
、
駱
賓
王
ら
舊
勢
力
に
と
っ
て
首
都
長
安
の
象
徵
と

し
て
用
い
ら
れ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
字
句
が
長
安
を
象
徵
す
る
語
と
な
る
の
は
、

歬
漢
の
建
國
に
際
し
、
劉

が
「
被
山
帶
河
」
の
地
と
稱
し
て
長
安
定
都
を
主
張

し
た
こ
と
に
由
來
す
る（

（（
（

。
こ
こ
で
「
帝
京
篇
」
の
冐
頭
箇
所
を
振
り
﨤
れ
ば
、「
山

河
千
里
の
國
」
と
、
確
か
に
「
山
河
」
の
語
よ
り
詠
い
出
さ
れ
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
、
改
め
て
長
安
に
對
す
る
駱
賓
王
の
强
い
思
い
入
れ
が
推
察
さ
れ
る
。

更
に
、「
帝
京
篇
」
の
呈
出
を
求
め
た
吏

侍
郞
の
裴
行
儉
で
あ
る
が
、
彼
は

北
朝
以
來
の
門
閥
貴
族
の
家
系
で
あ
り
、
そ
の
出
自
か
ら
も
舊
勢
力
の
一
派
と
見

な
さ
れ
る
。
し
か
も
實
は
彼
こ
そ
、
か
つ
て
武
后
册
立
の
動
き
を
い
ち
早
く
察
知

し
、「
唐
室
の
憂
は
此
よ
り
始
ま
る
」
と
危
惧
し
て
長
孫
無
忌
ら
と
共
に
反
對
を

表
朙
し
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
こ
の
行
動
が
原
因
と
な
り
、
裴
行
儉
は
遠
く
邊

の
地
に
左
遷
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が（
（（
（

、
か
か
る
經
歷
を
考
慮
す
れ
ば
、
彼
が
武
后



駱
賓
王
「
帝
京
篇
」
と
則
天
武
后
の
洛
陽
駐
輦

七
七

す
る
こ
と
の
な
い
毅
然
と
し
た
姿
勢
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。
多
く
の
臣
下
た
ち
が

武
后
に
阿
諛
す
る
中
、
ひ
と
り
駱
賓
王
の
み
が
堂
々
「
帝
京
篇
」
を
發
表
し
た
。

李
唐
室
の
行
く
末
を
案
じ
る
人
々
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
久
々
に
胸
の
す
く
快
事
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
駱
賓
王
の
「
帝
京
篇
」
が
、
當
時
「
絕
唱
」
と
稱
贊
さ
れ

た
の
も
、
こ
の
作
品
が
武
后
に
不
滿
を
持
ち
、
李
唐
室
の
實

恢
復
を
熱
望
す
る

官
僚
た
ち
の
心
內
を
ず
ば
り
代
辯
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六　
「
帝
京
篇
」
の

學

上
の
意
義

徐

業
の
亂
に
與
し
た
駱
賓
王
は
、
そ
の
後
反
亂
軍
が
潰
滅
し
て
い
く
中
で
、

彼
ら
と
共
に
最
朞
を
遂
げ
た
。「
帝
京
篇
」
の
發
表
か
ら
お
よ
そ
十
年
、
光
宅
元

年
（
六
八
四
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
駱
賓
王
を
含
む
初
唐
の
詩
人
に

對
す
る
後
人
の
評
價
は
、
動
も
す
れ
ば
六
朝
の
氣
風
を
脫
し
得
な
い
華
美
な
文
體

で
あ
る
と
し
て
、
次
第
に
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
駱
賓
王

ら
四
杰
の
作
品
に
再
び
評
價
を
與
え
た
の
が
杜
甫
で
あ
る
。

楊
王
盧
駱
當
時
體　
　

楊
王
盧
駱
は
當
時
の
體

輕
薄
爲
文

未
休　
　

輕
薄 

文
を
爲
し
て
わ
ら

ひ
未
だ
休や

ま
ず

爾
曹
身
與
名
俱
滅　
　

爾な
ん

曹ぢ
ら 

身
と
名
と
俱
に
滅
ぶ
も

不
廢
江
河
萬
古
　
　

廢す
た

れ
ず 

江
河 

萬
古
に

る
る
を

（「
戯
爲
六
絕
句
」
其
二
、『
杜
詩
詳
㊟
』
卷
十
一
）

こ
こ
で
は
、
王
勃
、
楊
炯
、
盧
照
鄰
、
駱
賓
王
を
嘲
笑
す
る
人
々
に
對
す
る
、

杜
甫
の
誡
め
を
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
彼
ら
の
文
辭
は
、六
朝
の
影
响
が
根
强
く
、

時
に
華
美
で
饒
舌
に
過
ぎ
、
後
世
の
人
々
の
目
に
は
時
代
遲
れ
の
文
體
と
し
て
映

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
四
杰
は
一
方
で
、
文
學
史
に
大
き
な
變
革
を
も
た
ら

か
に
、
こ
の
「
洛
陽
の
才
」
は
、
歬
漢
の
賈
誼
に
纏
わ
る
典
故
表
現
に
過
ぎ
な
い
。

敢
え
て
見
過
ご
す
こ
と
も
出
來
よ
う
。
だ
が
、
當
時
の
人
々
に
と
っ
て
、「
洛
陽
」

は
敏
感
に
反
應
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
單
な
る
地
名
以
上
の
意
味
を
持
っ
た
。
こ
こ

に
は
、
典
故
を
巧
み
に
用
い
て
眞
意
を
包
み
つ
つ
、
暗
に
武
后
批

を
仄
め
か
す

と
い
う
駱
賓
王
の
意
圖
が
、
確
か
に
隱
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
帝
京
篇
」
が
、
そ
の
後
裴
行
儉
に
よ
っ
て
如
何
な
る
評
價
を
受
け
た
の
か
は

朙
ら
か
で
な
い
。
或
い
は
直
後
に
遭
遇
し
た
母
の
死
に
よ
る
三
年
の
服
喪
が
、
そ

の
效
力
を
失
わ
せ
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
の
作
品
は
後
に
、
仕
官
文
と
い

う
枠
を
超
え
て
多
く
の
人
々
の
閒
に
廣
ま
り
、
や
が
て
時
代
の
「
絕
唱
」
と
稱
さ

れ
る
に
至
る
。

こ
こ
に
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。

自
瑗
與
遂
良
相
繼
死
、
內
外
以
言
爲
諱
將
二
十
年
。
帝
造
奉
天
宮
、
御
史
李

善
感
始
上
疏
極
言
、
時
人
喜
之
、
謂
爲
「
鳳
鳴
朝
陽
」。

瑗
（
韓
瑗
、
六
〇
六
〜
六
五
九
）
と
遂
良
（
褚
遂
良
、
五
九
六
〜
六
五
八
）相
繼

い
で
死
し
て
よ
り
、
內
外 

言
を
以
て
諱
と
爲
す
こ
と
二
十
年
な
る
に
將ち
か

し
。
帝 

奉
天
宮
を
造
す
る
に
、
御
史
李
善
感 

始
め
て
上
疏
極
言
し
、
時

人 

之
を
喜
び
、
謂
ひ
て
「
鳳
鳴
朝
陽
」
と
爲
す
。

（『
新
唐
書
』
卷
百
五
、
韓
瑗
傳
）

褚
遂
良
や
韓
瑗
が
肅
淸
さ
れ
た
二
十
年
後
と
は
、
ま
さ
に
「
帝
京
篇
」
の
創
作

時
朞
と
合
致
す
る
。
武
后
が

力
を
揮
っ
た
時
代
、人
々
は
彼
女
の
報
復
を
恐
れ
、

諫
言
は
お
ろ
か
上
奏
す
ら
ま
ま
な
ら
ぬ
狀
況
を
强
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
沈
默
を

破
っ
た
も
の
こ
そ
、駱
賓
王
の「
帝
京
篇
」で
は
な
か
っ
た
か
。
實
際
に『
新
唐
書
』

本
傳
に
は
、
彼
が
度
々
武
后
に
奏
上
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り（
（（
（

、
壓
政
に
も
屈
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杜
甫
は
、
三
言
、
五
言
、
七
言
の
字
句
を
自
在
に
用
い
て
多
く
の
歌
行
詩
を
生

み
出
し
た
が
、
そ
の
最
大
の
特
徵
は
、
現
狀
の
政
治
に
對
す
る
痛
烈
な
批

精
神

に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
兵
車
行
」
も
、
戰
爭
の
悲
慘
さ
を
眞
正
面

か
ら
捉
え
た
作
品
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
時
事
性
の
高
い
題
材
を
長
篇
歌
行
詩
に

取
り
入
れ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
杜
甫
が
そ
の
端
緖
と
さ
れ
て
き
た
。

既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
駱
賓
王
の
「
帝
京
篇
」
は
太
宗
の
御
製
作
品
を
意

し

て
創
作
さ
れ
た
。
だ
が
、兩
者
の
體
裁
は
大
き
く

な
る
。
す
な
わ
ち
太
宗
の「
帝

京
篇
十
首
」
が
五
言
詩
の
連
作
十
篇
で
あ
る
の
に
對
し
、
駱
賓
王
の
そ
れ
は
全
一

篇
の
長
篇
歌
行
詩
で
あ
り
、
こ
れ
は
樂
府
歌
行
體
の
一
種
で
あ
る
「
篇
」
に
由
來

す
る
。
つ
ま
り
駱
賓
王
の
「
帝
京
篇
」
は
、
詩
題
に
つ
い
て
は
太
宗
に
想
を
得
つ

つ
、
そ
の
內
容
に
つ
い
て
は
諷
諫
の
機
能
を
加
え
て
、
新
た
に
樂
府
題
と
し
て
作

り
換
え
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

從
來
よ
り
、
李
白
や
杜
甫
、
更
に
は
元
稹
、
白
居
易
ら
へ
と
繫
が
る
長
篇
歌
行

詩
の
先
驅
的
作
品
と
し
て
、
駱
賓
王
の
「
帝
京
篇
」
が
擧
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ

の
評
價
は
槪
し
て
華
麗
な
文
辭
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
た（
（（
（

。
だ
が
、
こ
こ
に
見
て

き
た
よ
う
に
、「
帝
京
篇
」
は
、
時
事
に
直
結
し
極
め
て
銳
い
體
制
批

に
ま
で

踏
み
込
ん
だ
作
品
で
あ
る
。
時
の

力
者
に
對
し
て

す
る
こ
と
な
く
敢
然
と
立

ち
向
か
っ
た
駱
賓
王
の
創
作
態
度
は
、
中
盛
唐
に
お
け
る
社
會
批

詩
の

れ
に

先
鞭
を
付
け
た
作
品
と
し
て
、
文
學
史
上
新
た
な
價
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

㊟
（
1
）　

本
稿
に
お
け
る
駱
賓
王
作
品
は
、
淸
の
陳
煕
晉
『
駱
臨
海
集
箋
㊟
』（
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
を
底
本
と
し
た
。

（
2
）　

上
元
三
年
（
六
七
六
）
洮
州
衟
左
二
軍
總
管
及
び
秦
州
鎭
撫
右
軍
總
管
、
儀
鳳
二

し
た
。
賦
の
手
法
を
詩
歌
に
持
ち
込
ん
で
作
品
の
長
篇
化
を
も
た
ら
し
、
ま
た
七

言
の
句
形
を
取
り
入
れ
て
敍
情
性
豐
か
な
描
寫
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
特
に

駱
賓
王
の
「
帝
京
篇
」（
全
九
十
八
句
）
や
「
疇
昔
篇
」（
全
二
〇
〇
句
）
は
、
三
言
、

五
言
、
七
言
の
長
短
句
か
ら
構
成
さ
れ
、
盧
照
鄰
の
「
長
安
古
意
」（
全
六
十
八
句
）

が
七
言
の
み
の
單
調
な
リ
ズ
ム
で
あ
る
の
と
は

な
る
。
歌
行
詩
に
お
い
て
混
成

句
の
體
裁
を
採
る
の
は
、初
唐
に
お
い
て
は
王
勃
の
「
臨
高
臺
」
な
ど
も
あ
る
が
、

全
四
十
句
と
比
較
的
短
篇
で
、
こ
こ
で
も
「
帝
京
篇
」
は
一
線
を
畫
す
。
混
成
句

に
よ
る
長
篇
歌
行
詩
が
一
般
化
す
る
の
は
、
や
は
り
盛
唐
に
至
っ
て
李
白
や
杜
甫

の
登
場
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

車
轔
轔　
　
　
　
　
　

車 
轔
轔

馬
蕭
蕭　
　
　
　
　
　

馬 

蕭
蕭

行
人
弓
箭
各
在
腰　
　

行
人 

弓
箭
各
お
の
お
の

腰
に
在
り

耶
孃
妻
子
走
相
送　
　

耶
孃 

妻
子 

走
り
て
相
送
る

塵
埃
不
見
咸
陽
橋　
　

塵
埃
に
見
え
ず 

咸
陽
の
橋

牽
衣
頓
足
攔
衟
哭　
　

衣
を
牽
き 

足
を
頓
し
て
衟
を
攔さ
え
ぎり
て
哭
す

哭
聲
直
上
于
雲
霄　
　

哭
聲 

直
に
上
り
て
雲
霄
を
于を
か

す

…
…

君
不
見　
　
　
　
　
　

君
見
ず
や

靑
海
頭　
　
　
　
　
　

靑
海
の
頭

古
來
白
骨
無
人
收　
　

古
來 

白
骨 

人
の
收
む
る
無
く

新
鬼
煩
冤
舊
鬼
哭　
　

新
鬼
は
煩
冤
し 

舊
鬼
は
哭
し

天
陰
雨
濕
聲
啾
啾　
　

天
陰く
も

り 

雨
濕し
め

る
と
き 

聲
啾
啾
た
る
を

（
杜
甫
「
兵
車
行
」、『
杜
詩
詳
㊟
』
卷
二
）



駱
賓
王
「
帝
京
篇
」
と
則
天
武
后
の
洛
陽
駐
輦

七
九

把
自
己
對
社
會
現
實
的
深
沈
感
觸
和

慨
不
平
之
情
、
一
古
腦
兒
傾
瀉
在
筆
端
。
因

而
叩
動
了
讀
者
的
心
弦
、引
起
强
烈
的
共
鳴
、難
怪
「
絕
唱
」
了
」
と
指

す
る
（『
初

唐
四
杰
硏
究
』
東
方
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
二
六
頁
）。

（
7
）　

始
祖
と
中
興
の
主
、
す
な
わ
ち
歬
漢
の
高
祖
と
宣
帝
を
指
す
（『
漢
書
』
卷
八
、

宣
帝
紀
）。

（
8
）　

表
作
成
に
つ
い
て
は
、『
舊
唐
書
』
卷
五
、
高
祖
本
紀
參
照
。
尙
、
第
七
回
目
の

行
幸
に
つ
い
て
は
便
宜
上
、
弘
衟
元
年
の
高
宗
崩
御
を
以
て
終
了
と
し
た
が
、
こ

れ
以
降
、
皇
后
で
あ
る
則
天
武
后
は
洛
陽
を
據
點
に
政
治
を
展
開
し
、
長
安
元
年

（
七
〇
一
）
ま
で
の
約
十
八
年
閒
、
長
安
に
は
一
度
も
還
御
し
な
か
っ
た
。

（
9
）　
「
夫
帝
王
之
由
長
安
遷
居
洛
陽
、
除
別
㊒
政
治
及
娛
樂
等
原
因
、
如
隋
煬
帝
、
武

則
天
等
茲
不
論
外
、
其
中
尙
㊒
一
主
因
…
…

經
濟
供
給
之
原
因
是
也
。」（
陳
寅
恪

『
隋
唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』、
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
五
四
年
、
一
四
六
頁
）。

（
10
）　
「
上
以
關
中

饉
、
米
斗
三
百
、
將
幸
東
都
。」（『
㊮
治
通
鑑
』
卷
二
〇
三
、
唐
紀

十
九
、
高
宗
永
淳
元
年
）。

（
11
）　

周
祖
譔
「
武
后
時
朞
之
洛
陽
文
學
」（『
厦
門
大
學
學
報
』
一
九
九
一
年
第
一
朞
）、

郭
紹
林
「
洛
陽
與
隋
唐
政
治
」（『
洛
陽
大
學
學
報
』
一
九
九
六
年
第
一
朞
）。

（
12
）　

拙
稿
「
二
つ
の
『
帝
京
篇
』―

唐
太
宗
と
駱
賓
王―

」（『
中
國
文
學
論
集
』
第

三
十
九
號
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
13
）　
「
唐
「
帝
京
篇
」、
太
宗
御
製
、
褚
遂
良
行
書
、
貞

十
九
年
八
⺼
。」（
北
宋
・
趙

朙
誠
『
金
石
錄
』
卷
三
）。

（
14
）　
「
余
追
蹤
百
王
之
末
、馳
心
千
載
之
下
。
慷
慨
懷
古
、想
彼
哲
人
。
庶
以
堯
舜
之
風
、

蕩
秦
漢
之
弊
。
用
咸
英
之
曲
、
變
爛
熳
之
♫
。」（『
唐
詩
紀
事
』
卷
一
）。

（
15
）　

記
錄
と
し
て
は
、
李
百
藥
（
五
六
五
〜
六
四
八
年
）
の
「
帝
京
篇
」
が
殘
る
。
但

し
こ
れ
は
、
太
宗
の
敕
命
に
よ
っ
て
「
帝
京
篇
十
首
」
に
唱
和
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
16
）　
「
名
都
篇
」
に
つ
い
て
は
、
五
臣
㊟
で
張
銑
が
「
時
人 

騎
射
の
妙
、
遊
騁
の
樂
し

み
あ
り
て
、
國
を
憂
ふ
る
の
心
を
忘
る
る
を
刺
る
」
と
す
る
よ
う
に
、
遊
俠
の
豪
奢

年（
六
七
七
）安
撫
大
⻝
使
、調
露
元
年（
六
七
九
）定
襄
衟
行
軍
大
總
管
を
拜
命（『
舊

唐
書
』
卷
五
、
高
宗
本
紀
、
卷
八
十
四
、
裴
行
儉
傳
）。

（
3
）　

例
え
ば
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）
の
吐
蕃
從
軍
は
、
裴
行
儉
の
推
擧
に
よ
る
所
が
大

き
い
（「
詠
懷
古
意
上
裴
侍
郞
」『
駱
臨
海
集
箋
㊟
』
卷
四
）。
ま
た
實
現
は
し
な
か

っ
た
が
、
上
元
三
年
（
六
七
六
）
に
も
裴
行
儉
か
ら
再
度
從
軍
の
要
請
を
受
け
て
い

る
（「
上
吏

裴
侍
郞
書
」『
駱
臨
海
集
箋
㊟
』
卷
八
）。
し
か
し
、
駱
賓
王
は
以
歬
、

裴
行
儉
に
そ
の
文

を
「
華
に
し
て
實
あ
ら
ず
」
と
し
て
一
蹴
さ
れ
て
お
り
（『
舊

唐
書
』
卷
八
十
四
、
裴
行
儉
傳
）、「
帝
京
篇
」
に
附
し
た
諬
文
は
、
こ
の
裴
行
儉
の

發
言
を
踏
ま
え
て
文
學
に
お
け
る
政
治
的
效
用
の
必
要
性
を
意

的
に
强
調
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）　

楊
柳
・
駱
祥
發
『
駱
賓
王
評
傳
』（
北
京
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
所
收
「
駱
賓

王
簡
譜
」
及
び
王
增
斌
「
駱
賓
王
系
年
考
」（『
唐
代
文
學
硏
究
』
廣
西
師
範
大
學
出

版
社
、
一
九
九
〇
年
十
⺼
版
）
は
、「
帝
京
篇
」
創
作
を
上
元
三
年
と
斷
定
す
る
が
、

尙
確
た
る
證
據
を
缺
く
。
現
存
す
る
㊮
料
に
據
る
限
り
、「
帝
京
篇
」
の
創
作
時
朞

は
や
は
り
上
元
元
年
か
ら
三
年
の
閒
と
し
て
お
く
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。

（
5
）　

淸
の
沈
德
潛
『
唐
詩
別
裁
集
』
卷
五
の
語
㊟
に
「
述
王
侯
貴
戚
游
俠
倡
家
之
奢
僭

無
度
。」と
あ
る
。
尙
、我
が
國
に
お
け
る『
唐
詩
選
』の
㊟
解
と
し
て
①
服

南
郭（
小

林
新
兵
衞
、
一
八
七
六
年
）、
②
高
木
正
一
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
五
年
）、
③
歬

野
直
彬
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
）、
④
目
加
田
誠
（
新
釋
漢
文
大
系
十
九
、
朙

治
書
院
、
一
九
六
四
年
）、
⑤
斎
藤
晌
（
漢
詩
大
系
六
、
集
英
社
、
一
九
六
五
年
）

等
を
參
照
し
た
。

（
6
）　

高
木
重
俊
氏
は
、「
駱
賓
王
の
「
帝
京
篇
」
が
當
時
の
絕
唱
と
稱
さ
れ
た
の
も
、

精
神
の
邊

に
身
を
置
く
人
々
に
支
持
さ
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
心
に
邊

の
思
い
を
抱
く
彼
ら
は
宮
廷
詩
人
で
は
な
く
、
下
級
官
僚
あ
る
い
は
官
僚
豫
備
軍

的
な
階
層
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
（『
初
唐
文
學
論
』、
硏
文
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、

一
六
八
頁
）。
ま
た
駱
祥
發
は
「
對

治
階
級
腐
朽
本
質
的
揭
露
鞭
撻
、
不
遺
餘
力
、



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

八
〇

（
23
）　
「
時
高
宗
將
廢
皇
后
王
氏
而
立
武
昭
儀
、
行
儉
以
爲
國
家
憂
患
必
從
此
始
、
與
大

尉
長
孫
無
忌
、
尙
書
左
僕
射
褚
遂
良
私
議
其
事
、
大
理
袁
公
瑜
於
昭
議
母
榮
國
夫
人

譖
之
、
由
是
左
授
西
州
都
督
府
長
史
（
時
に
高
宗 

將
に
皇
后
王
氏
を
廢
し
て
武
昭

儀
を
立
て
ん
と
す
、
行
儉 

以
て
國
家
の
憂
患 

必
ず
此
よ
り
始
ま
ら
ん
と
し
、
大

尉
長
孫
無
忌
、
尙
書
左
僕
射
褚
遂
良
と
與
に
私
か
に
其
の
事
を
議は

か

る
に
、
大
理
袁
公

瑜 

昭
議
の
母
榮
國
夫
人
に
於
い
て
之
を
讚そ

し

る
、
是
に
由
り
て
西
州
都
督
府
長
史
を

左
授
せ
ら
る
）。」（『
舊
唐
書
』
卷
八
十
四
、
裴
行
儉
傳
）。

（
24
）　

潘
嶽
「
西
征
賦
」（『
文
選
』
卷
十
）
に
「
終

山
東
之
英
妙
、賈
生
洛
陽
之
才
（
終

は
山
東
の
英
妙
、
賈
生
は
洛
陽
の
才
）。」
と
あ
り
、
歷
代
の
名
臣
と
し
て
賈
誼
の

才
能
を
讚
え
る
。

（
25
）　
「
武
后
時
、
數
上
疏
言
事
、
下
除
臨
海
丞
。
鞅
鞅
不
得
志
、

官
去
（
武
后
の
時
、

數し
ば
しば

言
事
を
上
疏
し
、
臨
海
丞
に
下
除
せ
ら
る
。
鞅
鞅
と
し
て
志
を
得
ず
、
官
を

て
て
去
る
）。」（『
新
唐
書
』
卷
二
百
一
、
駱
賓
王
傳
）。

（
26
）　

高
木
正
一
『
六
朝
唐
詩
論
考
』（
一
九
九
九
年
、
創
文
社
）、
商
偉
「
論
初
唐
詩
歌

的
賦
化
現
象
」（『
北
京
大
學
學
報
』
一
九
八
六
年
第
五
朞
）。

（
27
）　

高
棅
『
唐
詩
品
格
彙
』
敍
目
に
「
歌
行
長
篇
、唐
初
獨
駱
賓
王
㊒
「
帝
京
篇
」、「
疇

昔
篇
」、
文
極
富
麗
。
至
盛
唐
絕
少
、
李
杜
閒
㊒
數
首
、
其
詞
亦
不
甚
旉
蔓
、
大
率

與
常
製
相
類
。
已
混
收
從
彙
、不
復

去
。
迨
元
和
後
、元
稹
、白
居
易
始
相
尙
此
製
、

與
號
「
元
白
體
」。」
と
あ
る
。

な
風
俗
を
諷
刺
す
る
と
す
る
說
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
對
し
小
西
昇
氏
は
、
曹
植
が
遊

俠
を
好
意
的
に
捉
え
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
（「
漢
代
樂
府
詩
と
遊
俠
の
世
界―

南

朝 

文
學
放
蕩
論
の
發
生―

」『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
十
五
集
、
一
九
六
三
年
）。

（
17
）　｢
嘗
作
「
帝
京
篇
」、當
時
以
爲
絕
唱
。
然
落
魄
無
行
、好
與
博
徒
遊
。」（『
舊
唐
書
』

卷
百
九
十
、
駱
賓
王
傳
）。

（
18
）　
「
少
年
重
英
俠
、
弱
歳
賤
衣
冠
。
既
託
寰
中
賞
、
方
承
膝
下

。」（「
疇
昔
篇
」、『
駱

臨
海
集
箋
㊟
』
卷
五
）。

（
19
）　

歬
揭
㊟
（
44
）
參
照
。

（
20
）　

岡
村
繁
氏
は
、
洛
陽
遷
都
反
對
派
の
人
々
の
心
情
に
つ
い
て
、「
長
安
在
住
の
長

老
た
ち
に
と
っ
て
は
、
か
つ
て
首
都
と
し
て
殷
賑
を
き
わ
め
た
長
安
の
市
街
が
、
後

漢
に
入
っ
て
急
激
に
寂
れ
て
ゆ
く
の
と
對
照
的
に
、
今
や
東
の
か
た
洛
陽
の
城
市
が
、

天
子
の
偉
大
な
計
畫
に
從
っ
て
着
々
と
擴

整
備
さ
れ
、
確
實
な
足
取
り
で
新
し
い

首
都
と
し
て
定
着
化
し
つ
つ
あ
る
實
態
は
、
な
ん
と
も
や
り
き
れ
な
い
焦
燥
感
に
驅

り
立
て
る
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
從
っ
て
、
そ
れ
だ
け
に
、
彼
ら
長
安
の

長
老
た
ち
が
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
洛
陽
が
い
ま
だ
首
都
と
し
て
の
機
構
を
十
分
に

備
え
な
い
う
ち
に
、
な
ん
と
か
天
子
の
飜
意
を
う
な
が
し
て
再
び
都
を
長
安
に
引
き

も
ど
し
、
か
つ
て
の
榮
光
と
殷
賑
を
取
り
か
え
し
た
い
も
の
と
切
望
し
た
の
は
、
ま

さ
に
當
然
す
ぎ
る
ほ
ど
當
然
な
地
元
の
心
情
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
（「
班
固
と

張
衡―

そ
の
創
作
態
度
の

質
性—

」『
小
尾
博
士
退
休
記
念
中
國
文
學
論
集
』所
收
、

汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
）。

（
21
）　

拙
稿
「
山
東
地
域
に
お
け
る
駱
賓
王
の
交
遊―

徐

業
の
亂
を
中
心
と
し
て―

」

（『
九
州
中
國
學
會
報
』
第
四
十
九
卷
、
二
〇
一
一
年
）。

（
22
）　

歬
漢
の
劉

は
、
洛
陽
に
都
せ
ん
と
す
る
高
祖
に
對
し
、
長
安
の
地
勢
の
利
を

說
い
て
首
都
と
し
て
の
優
位
性
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
張
良
が
贊
同
し
た
の
を
受

け
、
高
祖
は
長
安
定
都
を
決
斷
し
た
（『
漢
書
』
卷
四
十
、
婁

（
劉

）
傳
、
卷

四
十
三
、
張
良
傳
）。
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王
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八
一

【附】則天武后―駱賓王 關係年表
元號　　（西曆） ⺼ 則天武后關係年表 駱賓王事跡
永徽６年（655） 7

8
9

10

李義府、武后の皇后册立を進言。
裴行儉、武后册立に反對。西州（新疆）都督に左遷。
長孫無忌、褚遂良、韓援、來濟、武后册立に反對。
褚遂良、潭州（湖南省）都督に左遷。
王皇后の廢位。武后、皇后となる。

651  衟王李元慶（高祖の第十六
子）の王府屬官となる。

664  衟王薨去に伴い失 。

667  奉禮郞となる。

670「詠懷古意上裴侍郞」を獻
上、裴行儉の推薦を得て西域遠
征に從軍。

672  姚州（雲南）從軍。
674  この頃、「帝京篇」（674 〜
676）創作、裴行儉に獻上か。

675  武功主簿任官か。

676  朙堂主簿任官か。
677  母の服喪に入る。
679 長安主簿任官。秋、下獄（武
后に對する諫言が原因とも）。
680  秋、恩赦により釋放。
681  夏、臨海丞に左遷。

684  徐 業の亂に參與、檄文を
起草す。敗戰後、消息不朙となる。

顯慶２年（657） 1
3
8

12

①洛陽行幸。
褚遂良、桂州（廣西省）都督に左遷。
褚遂良、更に愛州（ベトナム）刺史に左遷。
來濟、臺州（浙江省）刺史に左遷。
韓瑗、振州（海南）刺史に左遷。
洛陽を東都と改稱。

　　３年（658） 2 ㈫長安還御。
　　４年（659） 6

7
10

李義府、『姓氏錄』を編纂、舊勢力の弱體化進む。
長孫無忌、揚州（江蘇省）都督に左遷。
②洛陽行幸。

　　５年（660） 高宗と武后による二聖政治始まる。
龍朔２年（662） 4 ㈫長安還御。
麟德元年（664） 12 上官儀、武后の廢位計畫發覺、誅殺さる。

武后による垂簾の政、本格化。
　　２年（665） 1

10
③洛陽行幸。
㈫長安還御。

總 ２年（669） 4 裴行儉、吏 侍郞となる。

咸亨２年（671） 2 ④洛陽行幸。
　　３年（672） 11 ㈫長安還御。
上元元年（674） 8

11
皇帝を天皇、皇后を天后と稱す。
⑤洛陽行幸。

　　２年（675） 4
12

太子李弘の毒殺。代わって李賢、皇太子となる。
龍門石窟（洛陽）の盧舍那佛像完成。
洛陽宮の修築工事竣工。
北門學士（武后の政治補佐）の活動始まる。

　　３年（676） 3 ㈫長安還御。
高宗、武后に讓位の意思。郝處俊、諫止す。

儀鳳４年（679）
調露元年（679）

1
11

⑥洛陽行幸。
裴行儉、禮 尙書に昇進。

調露２年（680）
永隆元年（680）

8
10

太子李賢の廢位。代わって李顯、皇太子となる。
㈫長安還御。

永淳元年（682） 4 ⑦洛陽行幸（以後、洛陽に定住）。
弘衟元年（683） 12 高宗崩御。太子李顯の 位（中宗）。武后の攝政。
嗣聖元年（684）
光宅元年（684）

2
9
中宗の廢位。代わって李旦、 位して睿宗となる。
東都（洛陽）を神都と改稱。
徐 業（李 業）の反亂。

垂拱４年（688） 8 琅邪王李沖、越王李貞の反亂。
永昌元年（689） 1 朙堂にて祭祀を行う（於洛陽）。
天授元年（690） 9 武周革命。


